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マテリアリティ（重要課題）とKPI 達成に向けた取り組み
　当社グループは、長年にわたり社会インフラを支えるIT サービスを提供してきた経験と先進のデジタル技術を活かし、社会課題の解決とサステナブルな成長の両立をめざしています。
　その実現に向け、「技術開発によるイノベーションの創出」「責任あるテクノロジーの利用とAI 倫理」「サステナブルサプライチェーンマネジメント」「IT システムの安全と品質の信頼性」

「セキュアでサステナブルな製品・サービスの提供」の5つをマテリアリティ（重要課題）として特定し、重点的に取り組んでいます。

 【参照ページ】 Sustainability Management「マテリアリティ（重要課題）と非財務指標」

2025年度以降の指標 （参考）2024年度実績

指標名 2025年度目標 中長期目標 具体的な活動等 指標名 目標 実績

	 	 技術開発によるイノベーションの創出�  P46

社会のニーズは多様化・複雑化する中、AI の活用及び、当社が有す
る既存サービスで培った技術やノウハウを活用し、新たなニーズに応
えるサービスを創出していく。

生成AI売上高 2027年度 3,000億円
広範なパートナーとともに技術を活用したビジネスソ
リューションを提供するため、グローバルな連携を強化。
全社の生成 AI の活用に関する戦略検討・投資ポート
フォリオ策定等を担うGlobal AI Office を設置。

ー ー ー

生成AI人財の育成 2027年度までに全社員を生成 AI 実践人財にする

Global AI Office を中心に、生成 AI 人財育成に取り組
む。全社員向けに生成 AI の基礎知識を有するレベル

（Whitebelt）、生成 AI を活用したプロジェクトで価値提
供できるレベル（Yellowbelt、Greenbelt）、プロジェク
トをリードし後進を育成するレベル（Blackbelt）までの
レベル設定に応じた人財像と育成ロードマップを描き、
グローバル全体で研修を実施している。

ー ー ー

	 	 責任あるテクノロジーの利用とAI 倫理�  P49

提供サービスが副次的にもたらす社会への負の影響を最小限にす
る必要がある中、IT 産業では AI を含むテクノロジーによる人権侵害
や倫理的な問題の発生が懸念されており、責任ある技術の利用を推
進する。

AIリスクチェックの	
業務カバー率 国内 100％ グローバル 100%

＜2027年度＞

AI の不適切な利用によって生じるリスクを管理し、AI の
適正な活用を推進するための専任組織として、AI ガバ
ナンス室を設置。グローバル AIリスクマネジメントポリ
シーの制定、AIリスクマネジメントルール・ガイドライン
の整備と運用、AI ガバナンス確立に向けた支援、AIアド
バイザリーボードの設置等に取り組んでいる。

ー ー ー

	 	 サステナブルサプライチェーンマネジメント�  P52

サプライチェーンの強靭化、環境負荷低減や労働者の人権尊重に取り
組むことが期待される中、リスクモニタリングや是正支援、能力開発、
テクノロジーの活用といったサプライチェーンの最適化等に取り組む。

重要サプライヤ及び潜在リ
スクがあるサプライヤに対
するサステナビリティ取り組
みアセスメントの実施（率）

80% 100%
＜2027年度＞

持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めていく
ために「NTT データグループ サプライチェーンサステナ
ビリティ推進ガイドライン」等を公表。サプライヤに対す
るサステナビリティリスクアセスメント、モニタリングを
実施するほか、サプライヤ向けに勉強会も開催している。

ー ー ー

	 	 IT システムの安全と品質の信頼性�  P54

多くの人々の暮らしを支える社会インフラを安定的に提供するために、
管理体制の構築やITシステムの強化への投資等による予防策、また、
障害発生時には迅速な復旧作業や再発防止の策定などに取り組む。

重大システム故障件数 0件 0件を継続
システム安定運用に向け様々な施策を実施。特に2023
年に発生した重大故障を踏まえて実施した全社システ
ム総点検の継続施策として、特にリスクの高いサービス
開始案件を第三者がチェックする運用を継続。

重大システム故障件数＊1 0件 1件

	 	� セキュアでサステナブルな製品・サービスの提供
�  P56

お客さまからのセキュアなシステム導入・運用の期待に応えるため、
安全・安心な商用システムの提供を行う。また、当社の製品・サービ
ス・コンサルにより顧客のセキュリティやサステナビリティの向上に貢
献する。

重大なセキュリティ	
インシデント発生件数＊2 0件 0件を継続

「NTT データグループセキュリティポリシー（GSP）」に基
づき、情報セキュリティ委員会により課題の把握・評価
と戦略を決定。情報セキュリティ運営組織による当社グ
ループ全体での施策を推進・実施。日々のモニタリング
によりインシデント発生を防止。

重大なセキュリティ	
インシデント発生数＊2 0件 1件

サステナビリティ	
ビジネス売上高 実績を集計し、モニタリング

サステナビリティ経営推進委員会の下で運営する「サス
テナビリティビジネス推進」の小委員会で、グローバル
でのサステナビリティ関連ビジネスの進捗をモニタリン
グしている。

ー ー ー

＊1 目標値は0件と設定し、許容限界を近年の実績値より2件とする
＊2 サイバー攻撃起因（誤送信、バグや設定ミス等の人為的ミス・システム起因は含まず）、対外的に広く認知されるに至るセキュリティ事案
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基本方針
　社会の課題が多様化・複雑化する中、人工知能（AI）の活用及び、当社グループが有する
既存サービスで培った技術やノウハウを活用し、新たなニーズに応えるサービスを創出して
いきます。具体的には広範なパートナーとともに技術を活用したビジネスソリューションを
提供するため、グローバルな連携を強化します。特に通常の事業投資では難しい、成長領
域にある生成 AI 等の技術への戦略的な投資により、5年後、10年後の持続可能な社会の実
現につながるイノベーションを創出します。

推進体制
　グループ経営企画統括本部グローバルイノベーション本部（GIH）の下に、グローバル AI
オフィス（GAO）やイノベーションセンタ等の6つの機能を統括する体制で進めています。

イノベーション創出への取り組み

Global AI Office（GAO）の活動
　日常業務の効率化において生成 AI 活用が進んでいる一方、生成 AI を活用した抜本的な業
務改革や事業成果の創出が課題となっています。当社グループは、生成 AI は単一の業務にと
どまらず、業務プロセス全体に活用できる技術であると考え、オフィスワーカーの生産性を抜本
的に向上させる生成 AI 活用コンセプトであるスマートエージェントの実現に取り組んでいます。
　Global AI Office（GAO）は全社の生成 AI の活用に関する戦略検討・投資ポートフォリオ
策定等を担い、また、2024年4月に NTT データの TC&S 分野内に発足した GenAI ビジネス
推進部においては NTT データ国内事業における生成 AI 戦略検討・投資管理・実案件での
ビジネス成果創出等をめざしています。

	 	 技術開発によるイノベーションの創出
社会のニーズが多様化・複雑化する中、AI の活用及び、当社が有する既存サービスで培った技術やノウハウを活用し、新たなニーズに応えるサービスを創出していく。

2025年8月1日時点

Global 
Innovation 
Headquarters

（GIH）

Global Al Office
グローバルを含めた NTT DATA 全体における生成 AI の活用戦略検討・
投資ポートフォリオ策定を担っています。自社及び顧客のビジネス変革・
社会変革に向けた価値創造をドライブします。

Next-Gen Infra

これまでに培った IT ServicesとData Center & Connectivityとの事業
間シナジーを生み出すインフラサービスの実現に向けて、Cloud、Cyber 
Security の分野への投資実行及び投資活用状況のモニタリングを行い
ます。

Global Digital 	
Asset Management

NTT データ・Opco が持つアセットのグローバル展開に関する施策の検
討・実装・運用だけでなく、事業計画・バックエンドIPルール検討、技術
コンサル等を行っています。

Global Strategic 
Alliance

巨大クラウド事業者（ハイパースケーラー）等、Top-tier の IT 企業との協
業を通じた技術力強化及びイノベーション推進に向け、各企業の戦略や
目標に基づきアライアンスを推進しています。

Innovation Centers 
Next Gen Partners 	
& Incubation

各地域を横断した NTTデータのビジネス戦略の遂行に必要な技術的要
素を、スタートアップ企業を含む革新的な次世代ソリューションパート
ナーとの連携を通じて提供します。

Planning and 
Operations

GIHの投資管理・企画・総務・人事・労務・情報発信等を担当しており、グ
ローバル投資戦略の予算 / 活動計画の承認会議（IIC）を開催しています。

生成 AI・Agentic AI の導入を加速させる新組織を設立
生成 AI の活用により、労働集約型ビジネスモデルから脱却し、お客さまとNTT DATA 双方にとってのビジネ
ス及び社会変革につながる価値創造を推進します。

お客さまとNTT DATA のビジネス変革
社会変革を推進する価値創造

NTTデータ
GenAIビジネス推進部＊1

NTT DATA, Inc.

NTTデータグループ社

Global Al Office＊2

2024.4.1

2023.10.1

＊1 2024年4月にその前身であるGen AI ビジネス推進室を設立
＊2 2023年10月にその前身であるGenerative AI Office を設立
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グローバルでの「イノベーションセンタ」の活動
　世界11カ国の「イノベーションセンタ」では、グローバルの拠点間で連携し、先進技術開発
の推進拠点としてGrowth 領域、Emerging 領域の技術に取り組んでいます。3～10年後に
主流となる技術を見極め、お客さまとの共創 R&Dを通して新たなビジネスを創出しています。
　技術戦略を策定する戦略グループに加え、2025年4月時点で世界11カ国の拠点ではリ
サーチャー、コンサルタント、エンジニアを中心とした約260人のエキスパートを配置し、技
術戦略に基づき選定した技術テーマの検証や活用を進めています。先進的なお客さまとの
共創 R&D を推進するほか、大学やスタートアップ企業との連携により、現地で先行する技術
情報をいち早く収集し次の技術戦略に活かしています。今後、先進技術でのオファリングの
提供を加速していくことで、お客さまのビジネスを革新していきます。

AI 活用により、店舗棚のインサイトを変革（MARS）
　アメリカを代表する食品メーカー MARS は、店頭の製品に関して売上や顧客満足度、店
舗、地域でのシェア、価格、種類の変化や競合製品との比較、追跡を必要としていました。
EMEAでは、店頭の商品認識にコンピュータビジョンとAI を適用する 「Syntphony Perfect 
Store」を用い、エッジ AI を使用してオフラインで商品棚にある約400種の商品を瞬時に分
析。競合他社に対するMARS 製品の動きを追跡し、価格と市場シェアの変化に関する洞察
を提供しました。具体的には店別・地域別に主要なパフォーマンス指標を計算し、最適な製
品の配置、品揃え、数量を提供し、店舗でのデータ収集の時間が短縮され、低い運用コスト
での維持管理が可能となりました。SFAソリューションとも統合され詳細な分析が可能で
あり、同社は製品の配置と価格情報に基づいた意思決定を行い、棚スペースを最適化して
います。

都市の道路交通の整流化をめざす、 
デジタル技術を活用した新たな交通マネジメント
　近年、IoT 技術やAI 等の情報処理技術の進歩は目覚ましく、同時に、これら技術を用いる
ことで、既存の施策やサービスは大きく発展しようとしています。道路交通サービスにおいて
も、テクノロジーの発展に伴い、ユーザーサービスの向上や、多様性や社会性への配慮等に
対応したサービスが求められています。
　取り組みの第1弾として、大阪・関西万博開催中の阪神都市圏で、実験サービスの提供を
通じた実証実験を実施しました。本実証は、実験サービスの有用性やその利用を通じた行
動変容の効果等を検証するものです。
※	1.	� IOWN 構想： 革新的な技術によりこれまでのインフラの限界を超え、あらゆる情報を基に個と全体との最適化を図り、多様性を受容でき

る豊かな社会をつくるため、光を中心とした革新的技術を活用した高速大容量通信、膨大な計算リソース等を提供可能な、端末を含む
ネットワーク・情報処理基盤の構想です。	
�IOWN構想

	 2.	� 4D デジタル基盤： ヒト・モノ・コトの様々なセンシングデータをリアルタイムに収集し、「緯度・経度・高度・時刻」の4次元の情報を高い
精度で一致・統合させ、多様な産業基盤とのデータ融合や未来予測を可能とする基盤です。	
4Dデジタル基盤

	 3.	� Well-Moving Society： 本実証の先にめざす、多様な移動ニーズに個別に応えつつ、交通全体として円滑化された移動社会をさします。	
NTTグループと阪神高速、Well-Movingな移動社会の実現に向けた実証実験を開始（2025年6月）

IC North America

IC Peru

IC Germany

IC Spain
IC Italy

IC Denmark

IC Romania IC China

IC Japan

IC IndiaIC Brazil

各国拠点にて今後主流となる 
先進技術を見極めお客様と共創 R&D を実施、
新たなビジネス創出

2022年8月設立後、拡大

拠点数： 6 11  人数： 100 260

エージェントAIエージェントAI
生成 AI生成 AI

クリーン クリーン 
テックテック

ブロック ブロック 
チェーンチェーン

デジタル デジタル 
ツインツイン

ブレイン ブレイン 
マシン マシン 

インタフェースインタフェース

技術検証 
テーマ

マテリアル マテリアル 
インフォ インフォ 

マティクスマティクスオール オール 
フォトニクス フォトニクス 
ネットワークネットワーク

衛星データ 衛星データ 
活用活用

スマート スマート 
ロボティクスロボティクス

デジタル デジタル 
ヒューマンヒューマン

量子 量子 
コンピュータコンピュータ

Innovation Center
先進技術開発の推進拠点として各リージョンにセンタを配置し、イノベーション人財を集結
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量子コンピューティング技術を用いた効率的な 
CO2触媒開発に関する共同研究
　近年、AI 技術やハイパフォーマンスコンピューティング技術の発展により、「マテリアルズ・
インフォマティクス」（以下、MI）と呼ばれる素材・材料開発に IT 技術を適用する研究が盛ん
に行われています。MI の発展により、これまで企業・研究機関に蓄積されてきた実験や開発
データを基に、より高品質な素材・材料を作るための最適な配合を短期間で求めることが
可能になると期待されています。しかしながら、分子の構造は非常に複雑であり、従来のコ
ンピュータでは膨大なパターンの分子構造のシミュレーションを行うことが難しく、特定の
性質を持つ材料を設計することは困難と言われています。
　NTT DATA では、この課題解決及び MI の発展に向けて、量子コンピューティング技術が
活用できると考えています。
　NTT DATA Italy は、量子コンピュータ／次世代アーキテクチャ・ラボが有する知見を基に、
量子機械学習や生成 AI 等の先進技術を活用し、排出された CO2を回収して高付加価値な別
の化学物質へ変換することを可能にする、効率的な触媒システムの提案を行いました。この
提案が2024年11月、National Research Center for High Performance Computing, Big 
Data and Quantum Computing（ICSC）のイニシアティブである Spoke7（Materials and 
Molecular Sciences）から資金提供を受ける“HPCvsCO2”プロジェクトに採択されました。12
カ月間のプロジェクトにおいて、パレルモ大学及びマグナ・グラエキア大学が有する物性化
学に関する知見と、NTT DATA Italy が有するIT 技術の知見を組み合わせることで、CO2回収
及び変換を効率的に行う触媒開発に向けて、量子機械学習手法及び分析用シミュレーショ
ンツールの研究開発を行います。
　本プロジェクトの成果を用いて、気候変動への取り組み、温室効果ガス排出量の削減等
の重要課題への対応を進めるとともに、MI の発展及び新たな社会イノベーション創出の促
進をめざします。
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AI を活用した業務変革の実現
お客さまお客さま

積極的な AI 活用の推進 AI ガバナンスの徹底

推進と統制の両輪からサポート

AI

ガバナンス室AI

先進顧客との
事例早出 対応 予防

評価 検知
主要プレイヤーとの

戦略的パートナーシップ
技術アセット

の整備

　当社グループは、多様な観点でAIプロジェクトにおける問題発生を抑制するとともに、提
供するAIソリューションの信頼性を向上させ、社会とお客さまが AI 活用によるベネフィット
を最大限に享受し、サステナブルな社会を実現できる環境を整備していきます。

	 	 責任あるテクノロジーの利用とAI 倫理
提供サービスが副次的にもたらす社会への負の影響を最小限にする必要がある中、IT 産業では、AI を含むテクノロジーによる人権侵害や倫理的な問題の発生が懸念されており、
責任ある技術の利用を推進する。

基本方針
　人工知能（AI）は今後ますます社会に浸透し、人々の行動や意思決定にも影響を与えるよ
うになります。中でも急速に普及をしている生成 AI は人の能力に迫る精度を持ち、気軽に
利用できますが、その利用にあたっては、不正確な回答に基づく誤判断、情報漏えい、他者
の権利侵害等、様々なリスクに対処する必要があります。当社グループは AI の研究、開発、
運用、利活用等を推進する立場として、AI による差別・人権侵害や偽情報の発信等の問題
に代表されるような、「倫理・社会受容性」のリスクを軽減し、真に人間とAI が共生する人間
中心の社会を実現します。

AI ガバナンス

基本方針
　当社グループでは、AI を活用してお客さまの業務改革を実現するため、推進と統制の両
輪でビジネス拡大に取り組んでいます。

推進体制
　当社グループは AI の不適切な利用によって生じるリスクを管理し、AI の適正な活用を推
進するための専任組織として、2023年からAI ガバナンス室を設置しています。グローバルで
の AI ガバナンス推進にあたっては、AI ガバナンス室が中心となり、グループ会社各社の法
務、知的財産、リスクマネジメント、情報セキュリティ、AI 技術といった様々な領域の専門家
から構成される「Global AI Governance CoE」を組成しています。
	
��AIのリスクマネジメント強化を目的とした「AIガバナンス室」の新設

NTT 
グループ 
AI 憲章

1. 持続的発展の追求
2. 人間主体の活用
3. 公平で開かれた姿勢
4. セキュリティ
5. プライバシー
6. 社会との対話と共創

AIAI

AI ガバナンス室
● �AIリスク管理を所掌す

る専任組織
● �グループ各社のAIリス

ク関連部門と連携し、
グローバルAI ガバナン
ス体制構築

AIAI

AI アドバイザリーボード
● �技術・法務・消費者視

点等、複数領域の外部
有識者が参画

● �当社グループの AI ガバ
ナンスの在り方や個別
プロジェクトについて
議論

ポリシー
● � 管理すべきAIリスク
● � AIリスクマネジメントフレームワーク

ルール・ 
ガイドライン

● � 社内マネジメントルール
● 生成AI利用ガイドライン

支援活動
● � 社員トレーニング
● リスク審査・軽減策立案
● グループ会社ガバナンス構築支援

	
��NTTグループAI憲章

NTT DATA
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＊1 Human Centered Design（HCD）： 利用者のニーズに合わせて、サービスやシステムを設計するという考え方
＊2 Universal Design（UD）： 年齢、性別、国籍、障がいの有無、個人の経験・能力に関係なく、誰もが使いやすいように配慮するという考え方
＊3 ��UX（User eXperience）： ユーザーが、商品・サービスの利用を通じて得られる体験・感情をさします 

UI（User Interface）： ユーザーが、商品・サービスを利用するときに触れる接点をさします

具体的な取り組み
グローバル AIリスクマネジメントポリシーの制定
　AI 技術を用いたグローバルビジネスを健全かつリスクマネジメントされたものとするため
に、当社グループは、グローバルかつグループ全体として管理すべきAIリスクと、その管理
の仕組み（マネジメントフレームワーク）を定めたグローバル共通の「AIリスクマネジメント
ポリシー（ポリシー）」を制定しました。

AIリスクマネジメントのルール・ガイドライン整備と運用
　当社グループは、ポリシーに基づいたリスクマネジメントを実現するために、AI 全般に対
する具体的で実効性のあるマネジメントルールや、生成 AI に特化して開発・提供・利用の観
点から留意事項と対処方針をまとめた社内向けガイドラインを整備しています。整備にあ
たっては、NTT データ及び NTT DATA, Inc. と連携し、グローバル全体で取り組みを進めて
います。また、EU の AI 規制法や国内外のガイドラインを基準に管理すべきAIリスクを定め、
その検出プロセスを標準化しました。2023年度からNTTデータグループ社及びNTTデータ
の AIプロジェクトを対象にリスクチェックの運用をしています。

AI ガバナンス確立に向けた支援活動
　当社グループは、社員の AI 倫理意識向上のための教育コンテンツの作成と提供、個別プ
ロジェクトのリスク審査及びリスク回避・軽減施策の立案、並びにグループ会社におけるAI
ガバナンス確立に向けた支援を行っています。

AI アドバイザリーボード
　当社グループは、AI に関わるガバナンスの強化を目的として、2021年4月より社外有識者
で構成される「AI アドバイザリーボード」を設置しました。AI アドバイザリーボードでは、AI
利活用に関する技術動向、法令・規制、市民社会の認識について社外有識者と当社グルー
プの AIプロジェクトに関わるメンバーが議論をし、その結果をAI ガバナンスの具体的な手
段に取り入れています。

ヒューマン・センタード・デザイン（HCD）の取り組み
　当社グループは、一人ひとりのユーザーに目を向け、「ヒューマン・センタード・デザイン

（HCD）＊1」の視点を核に人にやさしい情報システムの実現を推進しています。具体的には情
報システムの顔であるユーザーインターフェース（UI）はもちろんのこと、お客さまに提供す
るシステム・サービス全体のユニバーサルデザイン（UD）＊2、「利用者の視点」に立って、サー
ビスの「使いやすさ」という観点から一歩踏み込んで利用者の「満足」にまでアプローチす
るユーザーエクスペリエンス（UX）＊3デザイン等に取り組んでいます。良いUX を実現するた
めには従前の技術やマーケットを起点としたアプローチに加え、利用者にフォーカスをあて
たアプローチでデザインすることが重要であり、当社グループでは2002年より、ICT、IoT 分
野におけるシステムの開発プロセスに利用者視点の設計を適用し、人にやさしいシステム
構築を進めています。

HCD の視点

ユーザー

UD
（ユニバーサル	
デザイン）

アクセシビリティ/アクセシビリティ/
ユーザビリティユーザビリティ

UI
（ユーザーインター	

フェース）

システムの顔

UX
（ユーザーエクス	
ペリエンス）

サービスを サービスを 
通じて得られる体験通じて得られる体験
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デザインチーム「Tangity（タンジティ）」
　当社グループは1988年の創業以来、官公庁や自治体、金融機関をはじめとする幅広いお
客さまに情報システムを提供してきました。2005年からは海外事業にも注力し、グローバ
ル市場での存在感を拡大してきました。こうした歩みの中で、「システムやサービスを利用す
る人にとっての体験や価値」を重視するデザインの重要性が急速に高まってきました。
　「Tangity」は、2020年に設立された NTT DATA のデザインチームで、現在は世界20拠点
に展開しています。各国のチームが連携し、従来の事業領域にとどまらず、新たな事業創出
にも貢献するサービスデザインを実践しています。2025年度には、国内外で約1,200名のデ
ザイナーが活動し、年間数100件を超えるデザインプロジェクトを推進しています。

	
���NTTデータ、デザイナー集団の新ブランド「Tangity™」を創設
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基本方針
　当社グループは、健全で透明な経営を実践しながら、新しい「しくみ」や「価値」の創造に
よって、お客さまや社会の発展に寄与し、自ら成長するとともに豊かで調和のとれた安全安
心な社会の実現に貢献することを、企業として果たすべき使命・責任と考えています。また、
サプライチェーンの強靭化、環境負荷低減や労働者の人権尊重に取り組むことが社会やお
客さまから期待されています。
　当社グループは、調達活動においてもその責任を全うし、社会へ貢献していくために、調
達に関する基本方針を定めています。

	
����調達・購買

推進体制
　当社グループは、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めていくために「NTTデー
タグループ サプライチェーンサステナビリティ推進ガイドライン」等を公表しています。また、
これらのガイドライン等について、サプライチェーンを構成する各サプライヤの皆さまに遵守
いただくため、サプライヤエンゲージメント活動を行っています。
　当社グループの海外グループ会社も「NTT データグループ サプライチェーンサステナビリ

ティ推進ガイドライン」等を適用しており、2023年度からは NTTデータグループ社のプロキュ
アメント部が主体となって、サステナビリティ推進体制配下の小委員会（テーマ別ワーキング
グループ）「サプライチェーンマネジメント」（国内、海外のグループ会社の調達部門で構成）
にてグローバルにサプライチェーンサステナビリティ推進体制を構築し、取り組みを進めて
います。また、海外グループ会社の調達部門を含めて定期的に打合せを行い、改善に取り
組んでいます。

 【参照ページ】 Sustainability Management「推進体制」

具体的な取り組み

「調達方針」の浸透
　当社グループは、購買取引に関する基本的事項を定めた「調達方針」をウェブサイトで公
開しています。また、購買取引を適正に実施する手続き方法等の社内規程や、お客さまやサ
プライヤとの取引・契約に関して遵守すべき法令やルール、行動指針等をまとめた「NTT 
DATA Code of Business Ethics」を設けて、公正な取引の徹底及び浸透を図っています。
	
���NTT DATA Code of Business Ethics

ガイドラインの改訂と浸透
　当社グループは、サプライチェーン全体におけるサステナビリティ・ESG 関連の取り組み
を推進するため、2022年に従来の「NTT データグループ サプライチェーンCSR 推進ガイド
ライン」を再構成し、サプライヤの皆さまに遵守いただきたい事項を明確化したサプライヤ
行動規範として「NTT データグループ サプライチェーンサステナビリティ推進ガイドライン」
を制定しました。本ガイドラインは、海外グループ会社を含めた全社へ展開しています。

	 	 サステナブルサプライチェーンマネジメント
サプライチェーンの強靭化、環境負荷低減や労働者の人権尊重に取り組むことが期待される中、リスクモニタリングや是正支援、能力開発、テクノロジーの活用といったサプライ
チェーンの最適化等に取り組む。

調達方針
1  ���広く国内外のサプライヤの皆さまに対し、公正に競争機会を提供するとともに、相互理解と
信頼関係の構築に努めます。

2  �品質・価格・納期・安定供給を総合的に判断し、ビジネスニーズに即した競争力ある製品・
サービスを、経済合理性に基づき調達します。

3  �法令や社会規範を遵守するとともに、人権・環境・安全等を重視した調達を行うことで、持
続可能な社会の実現に貢献します。
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　本ガイドラインをもとに、サステナビリティに関する7つの領域（人権・労働、安全衛生、環
境、公正取引・倫理、品質・安全性、情報セキュリティ、事業継続計画の策定）で遵守すべき
項目についてサプライヤの皆さまに周知するとともに、当社グループの施策への理解を促
進していただくための働きかけを継続的に行っていきます。
	
����調達・購買

　本ガイドラインについて、既存取引関係のあるサプライヤに対しては同意書の取得や取引
契約書への条件追加、新規に取引を開始するサプライヤに対しては取引前提条件としての
同意取得等の対応により遵守要請を行っています。国内では、調達額カバレッジ85.1％のサ
プライヤから遵守に向けた同意を得ています。
　また取引契約書については、NTT データグループ社及び NTT データ、国内グループ会社
共通の契約書雛形に本ガイドラインの遵守要請を盛り込んだほか、海外グループ会社にお
いても地域の特性や商慣習に合った形で、同様に取引契約書でのガイドライン遵守要請を
実施しています。

サステナビリティリスクアセスメント・支援
　NTT データグループ社及びNTT データ、国内グループ会社は、サプライヤに対し、NTT グ
ループ共同でのアンケート調査や、フランスの評価機関であるEcoVadis 社によるサステナ
ビリティ調査等によるアセスメントを実施し、サプライヤのサステナビリティリスクを評価し
ています。
　加えて、IT 業界ではサステナビリティへの取り組みが十分に成熟しておらず、評価機関に
よる調査等への対応がすぐにできないサプライヤも存在するため、そうしたサプライヤに対
するサステナビリティリスクアセスメント支援を目的として、当社グループ独自でのサステナ
ビリティ調査を行っています。2024年度は EcoVadis 社によるサステナビリティ調査と合わ
せて約220社（調達額カバレッジ76.3％）のサプライヤから回答いただきました。
　今後も、サプライヤの状況に応じた課題の解決や協働についても強化していく予定です。
当社グループでは、これらの取り組みにより、サプライチェーンにおけるリスクを可視化し、
改善することで、持続可能な社会の実現に向けたサプライチェーンの構築・維持に努めてい
きます。

 【参照ページ】 非財務データ「サプライチェーンに関する状況」

モニタリングの実施
　当社グループは、重要サプライヤに対するサステナビリティリスクのモニタリングとして、企
業訪問等の直接対話による実地調査を実施しています。実地調査では、サプライヤとの対話
を通じてサステナビリティに関するマネジメントシステムの構築を要請するとともに、サステ
ナビリティ調査によって検出されたリスク項目を確認することを目的としています。2024年
度は NTT グループにおける調達額上位のサプライヤ55社に対して、NTT グループ共同で実
地調査を実施した結果、人権をはじめとした顕著なサステナビリティリスクは発見されませ
んでした。
　また実地調査では、同時に各サプライヤの取り組み状況の確認や課題としている事項の
把握、ガイドラインの浸透を図っています。

サプライヤとのコミュニケーション
　NTT データグループ社及び NTT データ、国内グループ会社は、BP＊会社を中心とした重
要なサプライヤを対象に、サステナビリティの取り組みに関する勉強会を定期的に開催し、
環境や人権をはじめとしたサプライチェーン全体におけるサステナビリティに対する意識向
上と、取り組みの推進を図りました。
　また、サプライヤからの相談・申告を受ける内部通報制度を設置しており、当窓口に通報
したことを理由とした不利益な取り扱いを行わないことを「グループ内部通報ポリシー」に
定めています。

 【参照ページ】 「内部通報制度」

＊ �NTT データグループ社では、お客さまへの品質保証活動を共同して推進するため、将来にわたり当社グループの事業展開への継続的な協
力が期待できる日本国内の委託先をビジネスパートナー（BP）として選定
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基本方針
　多くの人々の暮らしを支える社会インフラを安定的に提供するために、IT システム強化へ
の投資等を行い、管理体制の構築や障害発生時には迅速な復旧作業や再発防止の策定等
に取り組んでいます。
　安全・安心なサービスをお客さまに提供することが重要な使命と捉え、組織的かつ体系
的な品質マネジメント体制を構築し、高度な開発手法の確立を通じて、信頼性の高いシス
テムを提供するとともに、お客さま満足度調査でいただいたご意見・ご要望をもとに改善し
ていくことで、お客さまの視点に立った、より良いサービスの提供に努めています。

品質マネジメント
　安定したシステム・サービスを提供することは、当社グループの重要な使命であり、責任
です。当社グループは安心して利用できる社会基盤の実現に向け、品質マネジメントの仕組
み整備にグループ全体で取り組むと同時に、先進技術によって開発手法の継続的な高度化
を図ることで、信頼性の高いシステムの構築とサービスの提供に努めています。

品質向上への取り組み
―ISO9001に基づく管理体系を構築し、継続的に改善活動を推進

　NTTデータは ISO9001の認証を取得しており、同規格に基づく組織的かつ体系的な品質
マネジメントシステムを構築・運用し、品質・生産性向上や不採算案件の抑止に取り組んで
います。また、グループ各社における品質保証の仕組み構築や、グループ会社品質交流会
等を通じた情報交換を促進し、品質保証能力の向上に力を入れています。海外グループ会
社に対しても、各リージョンや個社のビジネス状況に応じた品質保証の仕組みの展開を進
めるべく、Global PMO Workshop の開催等を通じたリージョン横断的な取り組みを行っ
ています。

プロジェクトマネジメントの高度化・標準化
　NTT データグループ社では、システム開発の品質向上や効率化を図るため、プロジェクト
マネジメントの高度化・標準化に取り組んでいます。生成 AI を活用して新たなビジネス・サー
ビスの創出に取り組むAI の専門組織や先進技術を用いてイノベーション創出を担うR&D 組
織、グローバルを含む品質管理を担う品質保証組織とプロジェクト支援を統合した革新的
なプロジェクトマネジメントチームを確立しています。

	 	 IT システムの安全と品質の信頼性
多くの人々の暮らしを支える社会インフラを安定的に提供するために、管理体制の構築や IT システムの強化への投資等による予防策、また、障害発生時には迅速な復旧作業
や再発防止の策定等に取り組む。

全社品質マネジメントの執行責任者

全社品質マネジメントシステムの運営責任者
規程・細則・実施方法

改善

事業本部等品質マネジメントの主管責任者
事業本部等実施要項

改善

プロジェクト計画 プロジェクト
プロジェクト作業要領

改善

品質方針

改善目標

製品
（システム又はサービス）

実績
把握

レビュー

展開

展開

展開

指示

品質マネジメントシステム（QMS）

報告
分析
評価
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データドリブンなプロジェクトマネジメントの推進
　複雑化と高速化が進む現代のシステム開発において、経験と勘に頼る従来型マネジメン
トから脱却し、データドリブンなプロジェクトマネジメントへと変革しました。チケット管理で
蓄積した膨大なデータをBI を用いたプロジェクト管理ダッシュボードでリアルタイムに可視
化し、進捗と品質を様々な軸で分析します。その上で根拠ある意思決定を加速し、プロジェ
クト成功率を最大化しています。

生成 AI・エージェント技術のプロジェクトマネジメント領域への適用
　NTT DATA における生成 AI 活用コンセプト「Smart AI Agent Ⓡ」を社内のプロジェクトマ
ネジメント領域に適用し、これまで機械的なサポートが難しかったこの領域の高度化を進め
ています。AI エージェントを集約し、協調の中心となる仕組みを基盤に、日々の開発活動の
中で、作業者の負担となる管理情報の投入や是正をAI がサポートする仕組みを実装してい
たり、管理情報の収集と一次分析・評価を AI が実施し、人間の評価者と共に深堀りができ
るレポート・アプリケーションの整備等、生成 AI・エージェント技術を利用したソリューショ
ンの整備と普及展開を行っています。

システムの安定運用に向けた人財育成
　NTT データグループ社の品質保証部では、システムの安定運用に向けて、システムの運
用・保守に携わる人財育成施策として、「IT-SMコミュニティ活動」を推進しています。
　IT-SMコミュニティ活動では、故障発生時の対処や故障の予防について事例で学ぶ「IT 
サービスマネジメント力向上研修」や、事例の発表・共有の場となる「IT-SMコミュニティセ
ミナー」等を開催しています。
　また、システムの安定運用のために現場で活用できる標準システム点検項目の提供や安
定運用施策とIT-SM 関連情報を集めたポータルサイトを開設し、故障回復演習の事例集、
開発フェーズにおいて運用品質を向上させる「サービス提供を考慮したシステム開発ガイ
ド」、ヒューマンエラーを低減するための「ヒューマンエラー低減対策解説及び事例集」等を
提供し、様々な形でシステムの運用・保守に携わる人財の教育・支援を行っています。

重大な問題発生時の対応
　国内グループ会社においては、商用システムに重大な品質問題が発生した場合、役員及
び社員は、直ちに品質保証窓口へ報告することとしています。NTTデータグループ社の品質
保証部や対外窓口は、重大性の高い問題について経営会議で対策を協議する緊急時の連
絡体制を整備しています。特に重大なインシデントが発生した場合は、経営層へ速やかに
報告するとともに、各インシデントの原因究明や再発防止策を検討し、必要に応じて法令に
基づいた所管官庁への報告や、ウェブサイト等を通じたお客さまへの適切な情報開示を行っ
ています。
　2023年に発生した重大故障を踏まえて全社システム総点検を実施しましたが、2024年以
降も特にリスクの高いサービス開始案件を第三者がチェックする運用を継続しています。
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基本方針
　お客さまからのセキュアなシステム導入・運用の期待に応えるため、安全・安心な商用シ
ステムの提供を行い、当社グループの製品、サービス、コンサルテーションによりお客さまの
セキュリティやサステナビリティの向上に貢献します。個人情報や機密情報に対してのサイ
バー攻撃や内部不正等によるセキュリティ侵害の発生を防止します。

情報セキュリティの徹底
　当社グループは、「情報の安全性の確保」と「情報の積極的な活用・共有」を適正なバラ
ンスで両立させることが重要と考え、ルール策定や情報セキュリティ教育・啓発活動等の「管
理的対策」、情報漏えい対策ソリューションやゼロトラストアーキテクチャの導入といった「技
術的対策」の両軸から、様々な対策を実施しています。
　また、グループ全体で知識・ノウハウを共有するために、国内グループ会社とは「NTTデータ
グループ日本地域情報セキュリティ推進者フォーラム」、海外グループ会社とは「グローバル
セキュリティミーティング」等を通じてグループ内のナレッジの流通を促進し、グループ一体
となった情報セキュリティガバナンスの確立に取り組んでいます。

基本方針
　当社グループは、「NTT データグループセキュリティポリシー（GSP）」をはじめとする規程
類を制定し、情報漏えいや情報の不正利用等の深刻なセキュリティ侵害から情報資産を守
る行動基準、情報の積極的活用・共有を図る行動基準を定め、グループ全体（国内グループ
会社、海外グループ会社含む）に適用しています。これらの行動基準には、業務を委託する
パートナー企業も範囲に含まれ、情報資産の適切な取り扱いを実現しています。

推進体制
　当社グループでは、2006年度から「NTT データグループセキュリティポリシー（GSP）」に
基づく情報セキュリティの徹底を図っています。当社グループの海外グループ会社に対して
もGSP を適用しており、NTT DATA, Inc. 配下で地域、ビジネスを軸とした情報セキュリティ
推進体制を構築し、ベースラインの統一と地域別、事業内容別の柔軟性を両立した運営を
行っています。

	 	セキュアでサステナブルな製品・サービスの提供
お客さまからのセキュアなシステム導入・運用の期待に応えるため、安全・安心な商用システムの提供を行う。また、当社の製品・サービス・コンサルにより顧客のセキュリティ
やサステナビリティの向上に貢献する。
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グローバルセキュリティを支える連携
　情報セキュリティに関するグローバルでのガバナンスを徹底するために、NTTデータグループ
社、NTT データ、NTT DATA, Inc.、各グループ会社に配置される情報セキュリティ運営組織
の階層からなる情報セキュリティガバナンス体制を整えています。
　各層の情報セキュリティ運営組織は、情報セキュリティポリシーの維持・整備、施策のモ
ニタリング、インシデント防止のための予防措置活動及び緊急時の司令塔の役割を担い、緊
密に連携を図っています。

当社グループのセキュリティガバナンス体制

代表取締役社長

技術総括担当役員（CISO）

情報セキュリティ委員会

組織長

情報セキュリティを 
所掌する役員 CISO

関連部門
経営企画部門
品質保証部門
情報システム部門
総務・法務部門
人事・育成部門
購買部門� 等

情報セキュリティ運営組織

監査部

報告

監査

監査 監査

委員会を 
構成するメンバー

委員会を 
構成するメンバー

委員会を 
構成するメンバー

報告

NTT データグループ社

NTT データ NTT DATA, Inc.

当社グループの情報セキュリティガバナンスにおける役割

技術総括担当役員（CISO）

情報セキュリティマネジメントを推進する役員により、グループ全体の視点で
情報セキュリティガバナンスを確立する
＊ �技術総括担当役員：技術開発・研究（CTO）、デジタル戦略（CDAIO）、セキュリティ（CISO）、社内

システム（CIO）及び品質保証を総括する分掌。「技術戦略担当」、「セキュリティ戦略担当」、「品
質保証担当」の役割を担う。

当社グループの情報セキュリティガバナンス・情報セキュリティ運営における主な体制と取り組み

情報セキュリティ	
ガバナンスに	
関する会議体	
及び組織

【会議体】［評価・方向付け］
● �情報セキュリティ委員会 
（NTTデータグループ社）

NTTデータグループ社の技術総括担当役員
（CISO）を委員長とし、NTTデータグループ社

の各関連部門長、NTTデータの情報セキュリ
ティを 所 掌 する 役 員、NTT DATA, Inc.の
CISO、NTTデータの各事業部門の組織長で
構成。監査等委員が陪席参加。当社グループ
全体の活動状況と課題点を把握・評価し、当
社グループ全体の情報セキュリティ戦略（機
密情報・個人情報保護対策等を含む）を決定

【組織】［推進・モニタリング］
● �情報セキュリティ運営組織 
（NTTデータグループ社）

NTTデータグループ社の情報セキュリティ
委員会事務局として会議体を運営。NTT
データ・NTT DATA, Inc.と連携し、グルー
プ全体の情報セキュリティ方針及び施策推
進計画に関する情報共有を行うとともに、
NTTデータ・NTT DATA, Inc.の統制状況を
定期的にモニタリングにて把握し、統制レベ
ルの維持及び向上に向けた支援を実施

情報セキュリティ	
マネジメント組織

NTTデータ・NTT DATA, Inc.・各グループ会社に設置される情報セキュリティ運営組織は 、
NTTデータグループ社から展開されたグループ全体の情報セキュリティ方針及び施策推進計
画をもとに、各地域・事業の特性や事情を考慮したマネジメント体制を構築し、情報セキュリ
ティ施策を運用する

グループ会社間の	
情報共有

● �NTTデータグループ 日本地域 情報セキュリティ推進者フォーラム
当社グループが主催し、国内グループ会社のCISO・情報セキュリティ推進責任者が参加。グ
ループの情報セキュリティ戦略と施策方針を共有

● �グローバルセキュリティミーティング
当社グループが主催し、NTT DATA, Inc.・CISO等のキーパーソンが参加。海外リージョンの
ガバナンスを推進するための情報共有及び連携を強化

● �Knowledge Sharing Meeting
当社グループが主催し、国内外のグループ会社のセキュリティ運用を担うメンバーが参加。セ
キュリティ基盤の運用ノウハウ等の情報共有を定期的に実施

NTT データ 
グループ社

NTT データ NTT DATA, Inc.

情報セキュリティ運営組織

情報セキュリティ運営組織

国内グループ 
会社 情報セキュリティ運営組織

情報セキュリティ運営組織

海外グループ 
会社 情報セキュリティ運営組織

各業務分野を統括する 
事業推進部

情報セキュリティ推進責任者 / 
個人情報保護部門管理者

組織長

報告
（重大な 

インシデント）

報告
（重大なインシデント）

報告（重大なインシデント）

報告（重大なインシデント）報告（重大なインシデントを除く） 報告
（重大な	
インシデントを除く）

要請要請

海外リージョン日本リージョン

要請要請 要請 報告報告

情報	
共有

NTT データグループ各社の情報セキュリティ運営組織による連携

NTT DATA-CERT
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監査部

グループ会社 （個社） GSP に基づき自社内で毎年実施

NTT データグループ社
NTT データ
NTT DATA, Inc.

（本社）

● リスク評価に基づき対象を選定し、監査を実施
● �GSPに基づく監査として、個人情報を含む機密情報に	
対する安全対策の観点を含めた監査を実施

● �グループ会社共通の	
監査項目をモニタリング

内部監査体制

当社グループの監査・モニタリング体制

監査・	
モニタリング体制

● �NTT データグループセキュリティポリシー（GSP）に基づく情報セキュリティの徹底による
国内外のグループ会社を含めた監査・モニタリングの体制の確立（2006年度～）

● �3つの視点によるセキュリティ監査の推進。リスクベース監査により、リスクの高い領域に
重点的かつ効率的な監査を実施

1. �基本動作の徹底：GSP に基づく組織の安全管理状況及び個人情報を扱うシステムの安
全管理状況を確認

2. �外部からの不正への対応：高度化するサイバー攻撃を踏まえ、脆弱性に対する対応と管
理、攻撃の検知 / 遮断等、システム的な対策の有効性を確認

3. �内部不正による情報漏えい防止のため、アクセス制御、持出管理等のシステム的及び物
理的な対策に加え、委託先管理を含めた対策の有効性を確認

協議会（NCA）に加盟している各社の CSIRT 等、外部のセキュリティ組織と幅広く連携して
います。これにより、迅速なセキュリティ関連情報の共有を行い、情報セキュリティ事案の早
期検知・早期対応を実現しています。
＊ �FIRST：Forum of Incident Response and Security Teams の略。政府機関、教育機関、企業等の817の CSIRT チームから構成されるグ

ローバルなコミュニティ（2025年8月時点）

OSINT を活用した CSIRT 運営
　政府の公式発表やマスメディアによる報道、論文・技術資料等、合法的に入手できる情報を
積極的に活用するオープン・ソース・インテリジェンス（OSINT）のアプローチをNTT DATA-CERT
の運営に採用しています。日々収集した情報は NTT DATA-CERTの情報分析専門家がセキュ
リティ動向を分析・予測して、NTTデータグループの各社へニュース配信とグローバルセキュ
リティ動向四半期レポート＊として報告されます。また情報セキュリティ運営組織は、これらの
情報をサイバー攻撃監視の強化や当社グループのセキュリティ戦略・対策に活用しています。
	
���これまでの「グローバルセキュリティ動向四半期レポート」はこちらをご参照ください。

インシデント対応訓練の実施
　情報セキュリティインシデントが発生した場合に、組織的で速やかな対応を行い、影響を
最小限に抑えてインシデントを終息させるため、国内グループ会社に対してワークショップ
を実施しています。「NTT データグループ日本地域における情報セキュリティインシデント対
応基準」に基づいて、インシデント発生から終息までの行動を学び、過去のインシデント事
例を用いた演習を行い、サイバー攻撃への適切な対応方法を習得しています。
　また NTT DATA-CERT のサイバー攻撃対応力の向上のため、外部団体が主催する訓練

「分野横断演習（主催：NCA/NISC）」や「Locked Shields（主催：NATO Cooperative Cyber 
Defense Center of Excellence（CCDCOE））」へ継続的に参加しています。

セキュリティガバナンスの取り組み強化
　当社グループでは、グローバルで直面するセキュリティリスクを把握し確実に対応するた
め、セキュリティガバナンスの取り組みを強化しています。
　2024年度は「グローバルガバナンス成熟度向上」に向けた取り組み、「グローバルセキュ
リティ基盤」の安定運用、「重大なインシデント発生時の確実なエスカレーション」への取り
組みの強化を継続して行っています。

セキュリティインシデントの防止、検知、対応
　当社グループでは、平時の活動を通じて情報セキュリティインシデント＊の発生を未然に
防止するだけでなく、インシデントを早期に検知し、迅速かつ正確に緊急対応するための組
織内 CSIRT として「NTT DATA-CERT」を運営しています。
＊ マルウェア感染や不正アクセス、情報漏えい等、情報管理やシステム運用に関してセキュリティ上の脅威となる現象

新たなセキュリティリスクに備えた活動
　サイバー攻撃の状況や最新の攻撃手法等、セキュリティに関する広範な情報収集・情報分析・
情報発信を行っています。また、通信監視、緊急対応、研究開発、外部連携を実施しています。

内外と連携した幅広い活動
　NTT DATA-CERT は、NTT グループの各社の CSIRTと脅威情報の共有や定期的な交流を
行っています。当社グループの活動にとどまらず、グローバルな CSIRT のコミュニティである

「FIRST＊」に加盟し、JPCERTコーディネーションセンター（JPCERT/CC）や日本シーサート
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グローバルガバナンス成熟度向上
　当社グループでは、各社が直面するセキュリティリスクの状況を集約し、グローバルのグ
ループ全体で重点的に取り組むべきセキュリティ対策を決定するプロセスを確立し、運用し
ています。また、ISO/IEC 27001や NIST CSF 等のグローバルスタンダードの直近の改正内
容について、当社グループの規程類に反映しています。

グローバルセキュリティ基盤
　多様化する働き方に対応し、かつ高度化するサイバー攻撃に対抗するため、第一期のグ
ローバルセキュリティ基盤を構築し、現在も運用しています。この基盤により、メールやクラ
ウドサービス利用時のセキュリティを強化し、ユーザーが使用するデバイスやインターネット
の接続点を集中管理することにより、全社的に高いセキュリティレベルを維持しています。ま
た、万一外部からネットワークへの侵入が発生した場合でも、当社グループの国内及び海外
拠点間のネットワークを遮断できる仕組みにより、ほかの拠点への被害拡大を防ぐことが可
能です。さらに、高度なログ分析システムを用いた監視により、巧妙なサイバー攻撃を早期
に検知できる体制を整えています。2020年度以降は、第二期のグローバルセキュリティ基盤
として、メールセキュリティゲートウェイを導入し、メールセキュリティをいっそう強化してい
ます。さらに、ゼロトラストアーキテクチャに基づき、IdP、Secure Gateway、EDR を組みわ
せた仕組みを導入し、ユーザーの IT 環境とクライアントPC のセキュリティをより強固に対策
しています。

重大なインシデント発生時の早期エスカレーション
　重大なインシデント発生時の早期検知と報告対応を確実に実施するため、当社グループ
の国内及び海外拠点のインシデント対応組織を階層的に整備し、現場による即応力と、高
難度インシデントへの対応力を確保しています。また、グループ内のルールで役割・責任、
報告基準を明確に定め、重大なインシデント発生時には、当社グループの国内及び海外の
グループ会社からNTT データグループ社へ速やかな報告が確実に行われる体制を維持し
ています。

 【参照ページ】 非財務データ「セキュリティ・重大システム故障・コンプライアンス・反競争的・贈収賄に関する状況」

セキュリティビジネスの取り組み
総合的なセキュリティ管理により安全・安心なシステム環境を提供
　当社グループは、豊富な経験と実績から得たセキュリティノウハウを結集し、お客さまの
ビジネス構造の変化に合わせた最適な解決策を提案しています。
　例えば、当社グループの全世界19万人が利用するゼロトラスト環境のシステム構築やお
客さま案件で培ってきたセキュリティノウハウがあります。これらのノウハウをベースに、グ
ローバル拠点も含めたセキュリティガバナンスの構築、重要な情報を取り扱うシステムに必
要とされる高レベルなセキュリティ技術、新しい働き方を促進するための安全なリモートワー
ク環境を実現するゼロトラストセキュリティをグローバル全体で約1,000人のセキュリティス
ペシャリストが提供します。
　また、近年、日々高度化する標的型攻撃や内部不正による情報漏えい等、「防御」のセキュ
リティ対策をすり抜けるリスクが発生する前提での備えが重要になっています。被害を局所
化するためには、攻撃の確実な「検知」と速やかな「対応・復旧」が求められます。セキュリ
ティコンサルティングによってリスクを「特定」し、リスクを「抑止」「防御」するために必要な
ソリューションやサービスを提供し、さらには「検知」「対応・復旧」のための構築サービスや
運用監視サービスを提供することにより、お客さまのセキュリティ対策支援サービスを強化
しています。

セキュリティ確保の取り組み
安全・安心な商用システムのセキュリティを確保
　サイバー攻撃は、対処方法が知られた「既知の攻撃」に加え、ソフトウェア開発者やシス
テム開発ベンダーですら気づいていない脆弱性を悪用した攻撃も増加しており、このような

「未知の攻撃」についても考慮したセキュリティ対策をシステム全体にわたって抜け漏れなく
行うことが求められています。
　当社グループでは、最新のセキュリティ技術動向、脆弱性情報をグループ内で迅速に共有
するとともに、システム構築や運用において、必要なセキュリティレベルを確保するためのプ
ロセスを組み込み、システムが必要なセキュリティレベルを確保できる仕組みを整備してい
ます。構築したシステムは、セキュリティ専門家によるセキュリティ診断を定期的に行い、新
たに発見される脆弱性に適切に対応する等、継続的に安全・安心なシステム・サービスの提
供に努めています。
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2024年度にNTTデータグループ社・NTTデータ・NTT DATA, Inc.で実施した情報セキュリティ教育
（単位：人）

対象者 実施形態 受講者数

全社員 情報セキュリティ・個人情報保護教育
（e-ラーニング）

目標： 対象者14,055（100％修了）
実績： 対象者14,055（100％修了）

各階層

情報セキュリティ講話（座学教育） 階層研修プログラムとして組み込み

セキュリティ社内資格者向け教育 
（e-ラーニング） 対象者に教材をオンライン提供

全社員・協働者

個人情報保護導入教育 / 
情報セキュリティ教育（e-ラーニング）

目標： �当社グループシステム登録者 
52,440（100％修了）

実績： �当社グループシステム登録者 
52,440（100％修了）

情報セキュリティ教育ハンドブック 新規協働者にダウンロード提供

全社員・協働者 標的型メール対応訓練 全社員・協働者（約60,800人）に訓練メー
ルを送付し、見分け・初動対応演習を実施

2024年度にグループ会社で実施した主な情報セキュリティ教育
（単位：人）

対象者 実施形態 受講者数

国内グループ会社	
社員・協働者

GSP セキュリティ教育・個人情報保護教育
（e-ラーニング）（3言語） 35,960（国内グループ会社64社）

※上記のほか、海外リージョンのグループ会社向けには NTT DATA, Inc. 配下で情報セキュリティ教育を実施

認証取得状況 （2025年3月31日現在）

認証取得

● �情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）認証取得 
日本国内でNTT データを含む41社

● �ISO/IEC27001認証取得 
欧州、中国、インド等の海外の複数のグループ会社で取得

● �一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）からのプライバシーマークの使用許諾 
日本国内でNTT データを含む39社

セキュリティ人財
　当社グループではセキュリティ人財の育成とスキル向上に積極的に取り組み、2025年4
月時点で、NTT グループが推進する「セキュリティ人財認定」を有する1,162人が国内外で
活躍しています。

（単位：人）

人財レベル 認定者数

セキュリティマスター 業界屈指の実績、発信力を持つ第一人者 2

セキュリティプリンシパル 経営陣にセキュリティ戦略を提言するスペシャリスト 10

セキュリティプロフェッショナル 深い経験と判断力を備えたスペシャリスト 1,150

人財タイプ

セキュリティマネジメント/ セキュリティコンサルティング
セキュリティ運用
セキュリティ開発

情報セキュリティ・個人情報保護に関する教育・啓発
　当社グループは、社員や協働者に対して、個人情報保護の方針に基づくルールや「NTT
データグループセキュリティポリシー」に記載されたルールの理解、情報セキュリティを意識
した行動の理解を促すために、e-ラーニングや座学教育等の情報セキュリティ教育を実施し
ています。2024年度も社員一人ひとりに情報セキュリティの基本行動を徹底させるため、各
種施策を継続して実施しました。さらに、標的型攻撃メールやばらまき型攻撃メールを見分
け、正しい対応の実施を確認する訓練をNTTデータグループ社、NTTデータ、NTT DATA, Inc.
の全社員・協働者へ毎年実施しています。
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データプライバシーの保護

基本方針
　当社グループでは、個人情報保護（データプライバシーの保護）に関して、NTT データグ
ループ共通の「NTTデータグループデータプロテクションポリシー（DP Policy）」に基づき対
応するとともに、各国・地域の個人データ保護に関する法規制（例：「EU ⼀般データ保護規
則（GDPR：General Data Protection Regulation）」、カリフォルニア州消費者プライバシー
法（CCPA）、中国の個人情報保護法（PIPL）、日本の個人情報保護法（APPI）等）の遵守を徹
底しています。
　具体的には、DP Policy 及び各国法令に準拠するようにグループ各社でプライバシーポリ
シーと社内ルールを定め、そのルールにしたがって適切に個人情報を取り扱うことを求めて
おり、グループ全体で個人情報は適切に保護されます。これらのポリシー・ルールには業務
を委託するパートナー企業も範囲に含まれ、個人情報を含む情報資産の適切な取り扱いを
実現しています。また、日本国内の会社においてはプライバシーマークの付与認定の有無に
かかわらず各社がプライバシーマーク付与基準を満たすよう、グループ内で共通レベルの維
持に努めています。
　当社グループは、個人情報（特定個人情報等を含む）の重要性を認識し、個人情報保護の
活動を当社グループの基盤的活動として位置付けています。当社グループは、個人情報保
護の取り組みを真摯に実行することは社会的責務であると認識し、以下のとおり個人情報
保護方針を定め、役員、社員、協働者に周知し、徹底を図っていきます。
	
���プライバシーポリシー（NTTデータグループ社 個人情報保護方針）

NTT DATA の個人情報保護推進体制

当社グループの個人情報保護（プライバシー保護）における役割

代表取締役社長／
トップマネジメント

代表取締役社長が個人情報保護のトップマネジメントとして所掌し、個人情報保護
管理者、個人情報保護監査責任者を指名する

個人情報保護管理者	
（責任者）

社長から指名を受け、個人情報保護マネジメントシステムの計画及び運用に関す
る責任と権限を有する役員として、グループ全体の視点で個人情報保護の取り組
みを指揮する。個人情報保護全社教育責任者、全社苦情・相談窓口責任者を指名
し、各組織長に業務上取り扱う個人情報の管理を指示する

個人情報保護全社教育責任者
社員・従業者に個人情報保護に関する全社的な教育計画の立案・実施、及び教育
訓練の運営責任を負う

全社苦情・相談窓口責任者 個人情報に係る全社的な問い合わせ・苦情等を受け付けて対応する責任を負う

個人情報保護監査責任者
社長から指名を受け、個人情報保護管理者から独立した公平かつ客観的な立場に
て内部監査の実施及び報告を行う責任及び権限を有する

 【参照ページ】 「情報セキュリティの徹底」

代表取締役社長／トップマネジメント

個人情報保護管理者（責任者）

組織長全社苦情・相談
窓口責任者

個人情報保護
全社教育責任者

個人情報保護
監査責任者 
（監査部）

報告

監査

監査 監査

監査

監査 監査

個人情報保護
運営組織 各組織

個人情報保護
運営組織

個人情報保護 
運営組織

報告

報告 報告

NTT データグループ社

代表取締役社長／ 
トップマネジメント

代表取締役社長／ 
トップマネジメント

個人情報保護管理者 個人情報保護管理者

個人情報保護 
監査責任者 
（監査部） 

個人情報保護 
監査責任者

個人情報保護 
全社教育 

責任者

個人情報保護 
全社教育 

責任者

全社苦情・ 
相談窓口 

責任者

全社苦情・ 
相談窓口 

責任者

NTT データ NTT DATA, Inc.
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サステナブルな製品・サービスの提供

基本方針
　NTT DATA は、IT 業界の一員として、データセンターや AI の活用に伴う電力需要の増加
による環境負荷の低減に取り組む責任を担っています。また、社会インフラを支える企業と
して、事業活動を通じて多様な分野・業界に貢献できる立場にあることを認識し、お客さま
および社会全体のサステナビリティ実現に向けた価値提供をめざしています。
　システム開発やデータセンター事業におけるサステナビリティ対応、サステナビリティに特
化したオファリング創出やコンサルティング提供など、全ての事業ポートフォリオにサステナ
ビリティの観点を組み込むことを推進しています。

推進体制
　NTT データおよびNTT DATA, Inc. は、それぞれに推進体制を構築し、NTT DATA 全体で
は「サステナビリティ経営推進委員会」が統括機能を担い、戦略策定から実行・モニタリン
グまでを一体的に推進しています。

NTT データグループ社

サステナビリティ経営推進委員会

NTT データ NTT DATA, Inc.

国内サステナビリティ経営推進会議

サステナビリティビジネス推進 TF
Sustainability Business One Team

EU

NTT Global Data Centers（NTT GDC）

NTT DATA Business Solutions

NTT DATA Technology Solutions

IBIOL APAC North 
America MEA

公共・社会 
基盤分野 金融分野 法人分野

テクノロジー 
コンサルティング＆ 
ソリューション分野

Inc.Sustainability Steering Committee

具体的な取り組み
　当社グループは事業を通じた社会課題の解決を通して、サステナブルな社会の実現に取
り組んでいます。例えば気候変動に対しては、温室効果ガス排出量の見える化、デジタル技
術を活用した省エネルギーや再生可能エネルギーの導入、サステナブル IT の推進などを組
み合わせ、お客さまを支援すると共に社会全体のサステナビリティに貢献しています。
　具体的な取り組み内容については、Planet positive「『提言・実装・成果』によるお客さ
ま、社会の Net-Zero 達成に向けた取り組み」、サステナビリティビジネスや当社グループの
活動をまとめた事例集「NTT DATA Sustainability Report Case Book」で紹介しています。

 【参照ページ】 「「提言・実装・成果」によるお客さま、社会の Net-Zero 達成に向けた取り組み」	
����NTT DATA Sustainability Report Case Book

IBIOL：Iberia, International Organizations & LATAM
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評価項目 2022年度 2023年度 2024年度

総合満足度（10点満点） 8.1 7.9 7.9

NTT データの位置付け

2024年度
お客さま回答数

183社・団体
（474人）

関係継続・強化、 
第一候補のいずれかである

17%

95%

関係性継続・強化、 
第一候補の意向なし

5%

関係継続・強化かつ 
第一候補である

78%

総合満足度の推移

　当社グループは、企業が持続的に成長していくための原点は「お客さま志向にある」との考
えの下、活動を進めており、その結果、高いお客さま満足を獲得しています。具体的にはお客
さま視点に立ったより良いサービスの提供と、自らを点検するための取り組みとして、当社グ
ループの国内グループ会社と継続的にお取引のあるお客さまを対象に、毎年、インタビューと
アンケートを行い、事業活動に反映させています。
　2024年度は、65社・団体のお客さまからのインタビューと、183社・団体の474人のお客さ
まからのアンケートによるご意見・ご要望をいただきました。
　アンケートの主要な項目である総合満足度においては10点満点中7.9点という評価をいた
だき、95% のお客さまから「今後も関係を継続・強化したい」「相談先の第一候補である」と
いった前向きな回答をいただきました。
　これらのインタビューとアンケート結果からいただいたご意見・ご要望を踏まえ、引き続き
改善に向けた取り組みを進めていきます。

お客さま満足度向上への取り組み
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